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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
発
展
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

合
併
後
早
い
も
の
で
十
五
年
目
の
新
た
な
年
が
ス
タ
ー

ト
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
市
議
会
議
員
選
挙
が

あ
り
ま
し
た
。
よ
り
身
近
な
議
会
、
開
か
れ
た
議
会
を
念

頭
に
置
き
、
五
泉
市
の
発
展
の
た
め
に
引
き
続
き
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
少
子
化
・
高
齢

化
対
策
を
は
じ
め
、
克
服
す
べ
き
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
第
二
次
総
合
計
画
を
軸
に
「
活
力

あ
る
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
効
果
的
な
政

策
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
議
員
一
人
一
人
が
市
民
の

皆
さ
ま
の
多
様
な
声
を
十
分
に
伺
い
、
市
政
に
反
映
さ
せ
、

課
題
の
解
決
に
向
け
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

以
上
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
く
、
大
い
な
る
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
　
長

　
林
　
　
　
茂

副
議
長

　
剣
持
　
雄
吾

議
長
あ
い
さ
つ

（
年
頭
の
あ
い
さ
つ
）
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　令和元年第４回12月定例会が、12月４日に招集され12月20日

までの17日間の会期で開催されました。

　初日の４日は、会期の決定、議長報告、市政一般に関する質

問を行い散会しました。

　２日目の５日は、引き続き市政一般に関する質問をすべて

行った後、議案12件を一括議題として当局の提案説明と総括質

疑を行い所管の常任委員会に付託しました。また請願１件を所

管常任委員会に付託し散会しました。

　最終日の20日は、委員会付託されていた議案等13件について

各常任委員会の審査報告があり、討論、採決しました。その

後、教育委員会委員の任命に関する人事案件１件、日程追加さ

れた市長からの追加議案８件と議員発議２件、議員派遣などを

審議・採決して閉会しました。

12月　　４日(水)

　　　　５日(木)

　　　　10日(火)

　　　　11日(水)

　　　　20日(金)

本会議（開会、会期決定、議長報告、一般質問）

本会議（一般質問、議案上程・質疑・委員会付託、議長報告）

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会

建設産業常任委員会

本会議（委員会審査報告・採決、議案審議、議員派遣、閉会）

　12月定例会の日程

月　日 内　　　　容

24議案を可決・承認
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等
学
校
へ
の
私
学
助
成
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
に
関
す
る
請
願

　

以
上
の
七
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求

め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付

申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
及
び
請
願

審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
議
第

百
二
十
八
号　

令
和
元
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
六
号
）
の
う
ち
、
中
学
校
管
理
費
の

学
校
施
設
維
持
改
良
工
事
、
村
松
桜
中
学
校
放
送

室
の
エ
ア
コ
ン
取
り
か
え
に
つ
い
て
、

　

こ
の
補
正
予
算
が
本
会
議
最
終
日
に
可
決
と

な
っ
た
ら
、
そ
れ
か
ら
発
注
を
か
け
て
工
事
が
始

ま
る
わ
け
だ
が
、
設
置
が
完
了
し
暖
房
が
使
え
る

よ
う
に
な
る
の
は
い
つ
頃
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、

　

補
正
予
算
を
議
決
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
す
ぐ

に
業
者
か
ら
工
事
に
取
り
か
か
っ
て
も
ら
う
よ
う

考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
一
月
下
旬
と
考
え
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
暖
房
の
使
用
時
期
を
逸
す
る
こ

と
な
く
、
子
供
た
ち
の
環
境
を
よ
く
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
、
と
の
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
十
二
月
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
百
二
十
一
号
　
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
新
潟
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

議
第
百
二
十
二
号
　
五
泉
市
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
二
十
三
号
　
五
泉
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
第
百
二
十
六
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
百
二
十
七
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
百
二
十
八
号
　
令
和
元
年
度
五
泉
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
六
号
）
の
う
ち

本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事
項

請
願
第
三
　
　
　
　
「
学
費
と
教
育
条
件
の
公
私
間

格
差
是
正
に
む
け
て
、
私
立
高

◎
佐
藤
　
　
浩
　
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
　
牛
膓
　
利
栄
　
　
　
山
田
　
正
良

○
鈴
木
　
良
民
　
　
　
剣
持
　
雄
吾
　
　
　
安
中
　
　
聡

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告
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の
増
額
に
つ
い
て
、
外
国
人
の
移
動
の
増
加
や
改
元
に
伴

う
婚
姻
届
等
の
増
加
等
に
よ
る
も
の
で
す
、
と
の
説
明
を

受
け
て
、

　

外
国
人
の
人
数
に
つ
い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
外
国
人
の
人
数
は
、
十
一
月
末

現
在
で
四
百
九
十
三
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
外
国
人
の

動
向
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
ま
で
は
百
九
十

五
人
で
し
た
が
、
平
成
三
十
年
四
月
で
二
百
九
十
二
人
、

平
成
三
十
一
年
四
月
で
三
百
四
十
三
人
と
い
う
こ
と
で

年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

国
別
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
方
二
百
七
十
三
人
、
中
国
の

方
六
十
九
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
八
十
四
人
な
ど
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
居
住
地
区
別
で
は
五
泉
地
区
百
四
十
五

人
、
川
東
地
区
百
六
人
、
村
松
地
区
百
八
十
四
人
、
菅
名

地
区
三
十
人
な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
健
康
福
祉
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

　

議
第
百
二
十
八
号 

令
和
元
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
六
号
）
の
う
ち
、
障
害
者
医
療
費
助
成
等
事

業
五
百
二
十
八
万
五
千
円
に
つ
い
て
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
所
持
者
数
の
増
加
に
よ
り
医
療
費
の
助
成
件
数

が
ふ
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

手
帳
所
持
者
の
推
移
に
つ
い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

平
成
二
十
九
年
度
が
三
百
九
十
四
人
、
平
成
三
十
年
度

が
四
百
二
十
二
人
、
今
年
度
が
四
百
五
十
九
人
、
い
ず
れ

も
四
月
一
日
現
在
の
人
数
で
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
、

と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
人
一
人
の
ケ
ア
と
い
う
こ
と
で
担
当
課
だ

け
で
な
く
地
域
で
も
見
守
り
を
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と

考
え
る
が
、
支
援
の
現
状
は
い
か
が
か
、
と
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、

　

本
人
や
家
族
だ
け
で
は
な
く
近
所
の
方
で
も
ど
な
た
で

も
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
課
に
は
地
区
の

担
当
保
健
師
が
お
り
ま
す
の
で
個
々
に
電
話
相
談
や
関
係

機
関
と
連
携
し
相
談
支
援
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
、
と
の

答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
十
二
月
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
百
二
十
八
号
　
令
和
元
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
六
号
）
の
う
ち
本
委
員
会

所
管
に
属
す
る
事
項

議
第
百
二
十
九
号
　
令
和
元
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
第
百
三
十
号
　
　
令
和
元
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

以
上
の
三
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
に

記
載
の
と
お
り
、
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
民
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

　

議
第
百
二
十
八
号 

令
和
元
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
六
号
）
の
う
ち
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
業
務

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
熊
倉
　
政
一
　
　
　
長
谷
川
政
弘
　
　
　
松
川
　
徹
也
　
　
　
佐
藤
　
良
徳

○
白
井
　
妙
子
　
　
　
深
井
　
邦
彦
　
　
　
波
塚
　
静
亮

（◎委員長　○副委員長）
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阿
賀
野
川
上
流
の
馬
下
か
ら
、
下
流
の
羽
下
ま
で
と
な
り
、
面

積
は
百
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
こ
の
補
助
金
を
交
付
す
る
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
、
と
だ
た
し
た
と
こ
ろ
、

　

ま
ず
阿
賀
野
川
河
川
敷
組
合
に
対
し
て
、
事
業
費
の
二
分
の

一
以
内
で
、
百
六
十
万
円
を
限
度
に
補
助
を
し
て
、
そ
こ
か
ら

各
集
落
単
位
に
分
配
し
て
も
ら
う
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
台
風
が
来
た
の
は
十
月
十
二
、
十
三
日
と
い
う
時
期
で
し

た
が
、
地
元
で
は
す
ぐ
に
農
作
業
に
か
か
り
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
土
砂
の
撤
去
等
を
行
っ
て
お
り
、
実
際
に
は
現
地
の
作
業

は
終
わ
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
こ
れ
に
支
援
を
し
た
い
と
い

う
考
え
で
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
想
定
外
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
台

風
や
大
雨
等
で
の
災
害
も
、
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
毎

年
の
気
象
状
況
で
あ
る
。
予
算
の
限
り
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ

れ
か
ら
も
農
業
振
興
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の
意
見
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
都
市
整
備
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

　

公
園
樹
木
等
管
理
委
託
料
二
百
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
、
粟

島
公
園
の
サ
ギ
の
営
巣
対
策
の
た
め
、
公
園
樹
木
四
本
の
伐
採

に
係
る
経
費
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
き
て
今
回
の
予
算
付
け
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

サ
ギ
の
営
巣
が
問
題
と
さ
れ
た
平
成
二
十
六
年
に
市
民
プ
ー

ル
付
近
の
樹
木
の
撤
去
、
二
十
七
年
、
二
十
八
年
、
二
十
九
年

の
三
か
年
に
そ
れ
ぞ
れ
伐
採
と
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。
サ
ギ
は

例
年
三
月
に
入
る
と
来
て
お
り
、
多
い
と
き
で
八
十
羽
ほ
ど
確

認
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
補
正
に
よ
り
、
サ
ギ
が
営
巣
す
る
前

の
二
月
末
か
ら
三
月
に
か
け
て
伐
採
作
業
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
仮
に
四
本
の
伐
採
を
し
た
と
し
て
も
周
辺

に
は
ほ
か
の
樹
木
も
あ
り
、
そ
こ
に
サ
ギ
が
生
息
す
る
と
い
う

可
能
性
は
な
い
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

こ
れ
ま
で
も
営
巣
が
あ
っ
た
樹
木
を
伐
採
し
て
き
ま
し
た

が
、
違
う
木
に
営
巣
す
る
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

保
健
所
等
に
も
相
談
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど

う
い
っ
た
対
策
が
効
果
的
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
、
サ
ギ
が
い
る
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
公
園
の

利
用
者
は
、
に
お
い
や
羽
根
、
フ
ン
な
ど
に
よ
り
か
な
り
不
快

な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
た
び
の
伐
採
を
す
る
も
の

で
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
伐
採
等
の
対
応
で
未
だ
八
十
羽
が
生

息
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
今
後
二
百
万
円
で
四
本
伐
採
す
る
だ

け
で
は
解
決
し
な
い
問
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
直
接
サ

ギ
を
捕
獲
す
る
こ
と
は
何
か
問
題
が
あ
る
の
か
、
と
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、

　

直
接
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
で
き
な
い
種
類
の
サ
ギ
が
い
ま

す
し
、
営
巣
中
は
駆
除
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り

今
回
の
補
正
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
抜
本
的
な
対

策
に
つ
い
て
は
研
究
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁

で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
八
百
万
円
も
使
っ
て
伐
採
し
て

き
た
中
で
、
さ
ら
に
二
百
万
円
で
伐
採
し
て
も
、
今
後
も
出
費

す
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
。
抜
本
的
な
対
策
で
サ
ギ
の
駆
除

が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
ち
ら
を
ま
ず
、
早
急
に
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

去
る
十
二
月
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
事
件
は
、

 

議
第
百
二
十
四
号
　
五
泉
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
第
百
二
十
五
号	

五
泉
市
簡
易
水
道
事
業
の
五
泉
市
水
道
事

業
へ
の
統
合
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
百
二
十
八
号	

令
和
元
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属

す
る
事
項

議
第
百
三
十
一
号	

令
和
元
年
度
五
泉
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

議
第
百
三
十
二
号	

令
和
元
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
三
号
）

　

以
上
の
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会

審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

議
第
百
二
十
八
号　

令
和
元
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
六
号
）
の
う
ち
、
農
林
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

　

農
業
基
盤
整
備
維
持
管
理
事
業
百
六
十
万
円
の
増
額
に
つ
い

て
、
台
風
十
九
号
に
よ
る
阿
賀
野
川
堤
外
地
の
冠
水
被
害
で
の

流
木
や
泥
の
撤
去
、
農
道
の
路
肩
の
補
修
や
敷
砂
利
な
ど
の
共

同
作
業
に
対
し
支
援
す
る
補
助
金
で
す
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

被
害
の
場
所
に
つ
い
て
、
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
伊
藤
　
昭
一
　
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
　
佐
藤
　
　
渉
　
　
　

○
桑
原
　
一
憲
　
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
　
今
井
　
　
博

（◎委員長　○副委員長）
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【 ○：賛成，×：反対，－：欠席 】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
佐
藤
　
良
徳

２
山
田
　
正
良

３
波
塚
　
静
亮

４
松
川
　
徹
也

５
深
井
　
邦
彦

６
桑
原
　
一
憲

７
白
井
　
妙
子

８
今
井
　
　
博

９
安
中
　
　
聡

10
佐
藤
　
　
浩

11
長
谷
川
政
弘

12
伊
藤
　
昭
一

13
佐
藤
　
　
渉

14
牛
膓
　
利
栄

15
鈴
木
　
良
民

16
熊
倉
　
政
一

17
剣
持
　
雄
吾

18
羽
下
　
　
貢

19
阿
部
　
周
夫

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第121号
新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数
の減少及び新潟県市町村総合事務組合規約の変更につい
て

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第122号 五泉市組織条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第123号
五泉市特別会計条例の一部を改正する条例の制定につい
て

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第124号
五泉市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第125号
五泉市簡易水道事業の五泉市水道事業への統合に伴う関
係条例の整備に関する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第126号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第127号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第128号 令和元年度五泉市一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第129号
令和元年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第130号 令和元年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第131号 令和元年度五泉市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第132号 令和元年度五泉市水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第133号
五泉市教育委員会委員の任命について
（山下 浩子 氏）

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第134号
五泉市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第135号
五泉市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第136号 令和元年度五泉市一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第137号
令和元年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第138号 令和元年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第139号 令和元年度五泉市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第140号
令和元年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議第141号 令和元年度五泉市水道事業会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

請
願
者

請願第３
「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等
学校への私学助成の充実を求める意見書」の採択に関す
る請願

採択 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － × ○ × ○ ×

議
　
員

発議第３号 天皇陛下御即位を祝する賀詞に関する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

発議第４号
学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学
校への私学助成の充実を求める意見書の提出について

可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － × ○ × ○ ×

※1　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
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一般質問（通告順）

　12月定例会では12人の議員が一般質問を行いました。通告順に従い、質問者の氏名をお知らせします。

通告順 質問者氏名 通告順 質問者氏名 通告順 質問者氏名

1 羽下　　貢 ５ 阿部　周夫 ９ 白井　妙子

2 松川　徹也 ６ 山田　正良 10 波塚　静亮

３ 桑原　一憲 ７ 長谷川政弘 11 今井　　博

４ 深井　邦彦 ８ 安中　　聡 12 鈴木　良民

― 意見書については、すみやかに関係省庁へ提出しました。―

請 願 に つ い て
― 次の請願を採択しました。―

◆請願第３

　「学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助
成の充実を求める意見書」の採択に関する請願

発 議 に つ い て
― 次の発議を可決しました。―

◆発議第４号

　学費と教育条件の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成
の充実を求める意見書の提出について

【内　　容】
　私立高校は、建学の精神と独自の教育理念のもと、特色ある教育を実践し、公教育の場として大きな役
割を果たしています。
　私立高校の学費負担については、国の就学支援金制度や本県独自の学費軽減制度の拡充により、一定の
軽減が図られてきました。さらに令和２年度からは年収590万円未満世帯の授業料の実質無償化が実施さ
れますが、授業料が無償化されたとしても入学金や施設整備費の負担は依然重く、私立高校生が学費の心
配なく学ぶことができるよう、学費の公私間格差是正が強く望まれます。
　また、新潟県における全教員に占める専任教員の割合が、公立高校は約８割であるのに対し、私立高校
では約６割にとどまっているなど、教育条件にも公私間格差が生じており、私立高校の経常経費に対する
一層の助成が求められます。
　よって、国及び県におかれては、学費と教育条件の公私間格差是正を図るため、私立高等学校への私学
助成を充実されるよう、強く要望します。

【送付先】内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大臣、総務大臣、衆議院議長、参議院議長、新潟県知事
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議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。 五泉市議会事務局　TEL 0250-43-3911

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
市
議
会
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
、
ご
意
見
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
を
五
泉
市
民
の
皆
さ
ま
が
、
安

心
・
安
全
で
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

■
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

深
井　

邦
彦

　

副
委
員
長　

佐
藤　
　

渉

　

委　
　

員　

阿
部　

周
夫

　
　

〃
　
　

鈴
木　

良
民

　
　

〃
　
　

白
井　

妙
子

　
　

〃
　
　

山
田　

正
良

　
　

〃
　
　

佐
藤　

良
徳

発議第３号

天皇陛下御即位を祝する賀詞に関する決議

賀　詞

　天皇陛下におかせられましては　風薫るよき日に御即位なされ

ましたことは　慶賀にたえないところであります

　ここに五泉市議会は　天皇皇后両陛下の益々のご健勝をお祈り

するとともに　謹んで慶祝の意を表します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五 泉 市 議 会

【送付先】宮内庁長官

五泉市議会ホームページをご覧ください。 スマホでも！

タブレットで
も！

スマホでも！

タブレットで
も！スマホでも！

タブレットで
も！

　市議会ホームページには、議会だよりや議員名簿、議会の予定・議決結果
など、五泉市議会の情報を発信しています。
　また、「会議録検索」をクリックすると、市議会の本会議での会議録を閲覧
することができます。

https://www.city.gosen.lg.jp/parliament/index.html

令和２年１月開催の広報委員会にて


